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製品を持つことなく安定した角度(目視性確保）で検査できないか

作品№

1108 ⻄尾ダイカスト⼯場
株式会社 アイシン

作
品
概
要

製品手扱いによる検査時間のバラツキ解消と標準化を確立させる検査台の考案
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作品区分 作品の種類
その他 改善現物
動⼒源 ⼒の伝達機構
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からくり外観検査台
アピールポイント
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⼈の⼒

検査時間低減・バラツキ解消・標準化の確立

ラベル

レバー

SB玉残り確認部位の目視性は人により

変わることがある

SB玉残りの不良流出(22年度１件)

マシンのハイサイクル化に伴い

検査時間44.5sが必須

検査時間の最大バラツキ６ｓと

短縮安定化が必須。

※製品重量６．７kg

400ケ/直×22日＝約58ｔ/人/月

製品手扱いによる検査工程
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軸Ⅰ

軸Ⅱ 軸Ⅱ

軸Ⅲ

①軸Ⅱを回転させ製品A・B・Ｃ・Ｄ面の外観検査
↓

②軸Ⅰを90°旋回
↓

③E面の外観検査
↓

④①～③逆動作+同じ要領でF面の外観検査

個人別検査時間バラツキ調査（S）


